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バレーボール競技の跳躍動作に及ぼす各関節運動時の筋力特性

教科・領域教育専攻

生活・健康系コース(保健体育)

徳永綜一郎

I 緒言

バレーボール競技は，跳躍運動に深く関与し

ており，高く跳躍することは，非常に切要な因

子であると認識されている。

国躍動作と F肢筋力との関係は多くの先行研

究で確認されている。また，バレーボール競技

における跳躍動作の先行研究では，下肢の関節

運動に着目した報告が多く，上半身の関節運動

との関連や，踏切時の地面反力等を累加して考

究した研究は，極めて少ない現状にある。

そこで，本研究では，バレーボーノゆ般にお

ける闘躍動作を対象として，等速性筋力と地面

反力に注目しながら，各関節運動時の筋力特性

と跳躍動作との関車について追証することを目

的とし丸

H 方?去

1 被験者

被験者は，両実験とも，鳴門教育大学男子バ

レーボーノ崎将員9名とした。実験に先立ち，研

究内容を詳述したインフォームドコンセントを

行い，被験者となることの同意を得た。

被験者を慰躍動作の跳躍高で群別し，上位 4

名を上位群，下位5名を下位群として実験群を

構成した。

2 測定項目

実験1の測定項目は，身榊句梢敷，バレーボ

ー/レ競技におけるブロックジャンプ(以下 BJ

と略)及び助走を用いたスパイクジャンプ(以

指導教員 田中弘之

下旬と略)，等速性筋力{足関節底屈・背屈運

動及ひ鞍関節屈曲・伸展運動(角遮度 60・120・

180・240・300)}，等尺性筋力(足関節底屈・

背屈運動)，等張性筋力(レッグ、エクステンショ

ン・レッグカーノレ)，内転外転筋力，地面反力と

した。

実験2の測定項目は，身榊府徴，バレーボ

ール競技における聞及び助走を用いたSJ，等

速性筋力{膝関節屈曲・伸展運動，肩関節屈曲・

伸展運動(角速度60・120・180・240・30ω}

及。等速性筋収縮屈曲及び伸展運動(以下体幹

筋力と略) (角速度 30・60・90・120・150・

180) ，等尺位描力(背筋力，足掛有力)と比。

3 測定雄器

身体的新敷は，全自動身長体重計仏ND社全

及び桝品成計{TANITA的， BJ及び釘は，サ

ージャント・ジャンプメーター(竹井機器工業

株式会社)及びデジタルハイビ、ジョンビデオカ

メラ (Pan部 onic社)，等速性筋力(足関節底屈・

背屈運動，股関節屈曲・伸展運動，膝関節屈曲・

伸展運動，肩関節屈曲・伸展運動)及び体幹筋

力は， CYBEX NORM (メデ、イカ初，等尺性

筋力促融行底屈・背屈運動，背筋力，足掛百

力)は， push-p吐I配 ale&也gital島町egauge， 

Back&LegD戸lamometer及び足揃主力測定器

II (竹井機器工業株式会社)，等張性筋力は，レ

ッグエクステンション及びレッグカールマシン

(Senoh社)，内転外転筋力は，内転外転筋力
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測定器n(竹井欄告工期朱式会社)をそれぞれ

使用して計測を行った。

直結果と考察

実験1の結果から， SJ及びBJの捌躍高に

よる上位群と下位群の比較では，等速性運動

時の各分析項目において，上位群の方が有意

に高値を示しt::..o

SJの跳躍高による上位群と下位群での足関

節底屈・背屈運動時の等尺倒有力について，

底屈運動時では，上位群の方が有意に高値を

示した。

また， レッグエクステンションにおける等

張断事力に関しては， SJ及びBJの跳躍高で

群間比較したとき，両群聞に有意な差異は認

められなかった

SJの跳躍高とフォースプレート測定値との

相関閥系から， SJの尉臨時，特に踏切時におい

て，左足のネット方向への動きが少なく，左足

の鉛直方向への力積が大きし、と跳躍高が高くな

ることが示唆された。逆に， SJの聞臨時に，右

足のネット方向への動きが大きく，右足のネッ

ト方向への力積が大きいと聞幌高が低くなるこ

とが利変された。

また， SJの跳躍高を従属変数として，フォー

スプレートの測定値を従属変数として重回帰分

析を行った結果， SJの跳躍時に，両足のネット

方向への動きは小さく，右足の踏切強さは小さ

く，左足の踏切強さは大きい方が跳躍高は高く

なると推察された。

SJの聞躍高と BJの跳躍高の順位相関では，

有意な正の相関関係、がみられた。しかし， SJ

の跳躍高の順位が高ければBJの跳躍高の)樹立

も高いという完全相関の結果とはならなかっt::..o

また，筋の運動要素において回帰直線を境に群

別すると，有意差は認、められなかったが，直線

より低値の群が高値の群よりも測定した筋力の

値が高かった。また，フォースプレートにおい

て回帰直線を境に群別すると，有意差は認めら

れなかったが，直線よりも低値の群が高値の群

よりも測定した筋力の値が高かっfおつまり，

SJの剛健高には，下肢の関節運動及び地面反力

に加えて他の条件が影響している可能性が推察

される。

実験2の結果から， SJ及び聞の跳躍高にお

ける上位群と下位群の比較では，等速性運動時

の膝関節伸展・屈曲動作及ひ右肩関節伸展・屈

曲動作，体幹筋力の各分析項目において，上位

群の方が有意に高値を示し九しかし，左肩関

節伸展・屈曲動作では各分析項目において，上

位群の方が有意に低値を示した。

ジャンプパフォーマンス崎支関節，膝及び足

関節によって産み出される力に大きく依存して

いる，身体各部の貢献度は下肢70%，上肢20%，

体幹10%とし、う先行研究と実験2の結果より，

SJの跳躍高と BJの瑚幌高の)1開立相関が完全相

関の結果にならなかったのは， SJの跳躍高に及

ぼす上肢及び体幹の貢献度が影響したと手錠さ

れる。

SJの跳躍高と背筋力及び足指筋力との間に

は有意な正の相関関係がみられた。また，到

の聞臨高と足指筋力との間には有意な正の相関

関係がみられた。

総括として，バレーボール競技における跳躍

動作と各関節運動との関連性は非常に高く，足

関節，膝関節，股関節及び右肩関節の等速f封実

力，体醐完力が跳躍動作に関係、があることが示

唆された。また，足関節底屈運動時の等尺十制実

力，背筋力及び足指筋力と関係することが認め

られ，跳躍動作には，上下肢及び体幹の筋力と

関節運動が影響していることが示唆された。




